
桑原　真澄

平成２７年度　目標管理シート　（課別組織目標）

課かい名 課かい長名

組織目標 八代港のさらなる躍進と国際化を目指します。

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

国際港湾振興課

国
際
港
湾
振
興
課
①

国際コンテナ航路
の誘致と国際コン
テナ貨物量の増加

①
具
体
的
目
標

コンテナ貨物については、平成26年
に前年比30.7％増の18,046ＴＥＵで過
去最高の取扱量を記録。この勢いを
保持しながら、更なる貨物獲得を目
指す。併せて、航路の新設、増便の
誘致も図っていく。

・訪問企業数等：500件
・コンテナ貨物取扱量：20,000ＴＥＵ
・船社訪問件数：30件

・従来の貨物情報の獲得に加え、八代港独特
の貨物（農産物、リーファー貨物、危険物貨物
等）の創貨に向け、関係業者との連携、協議、
情報収集等に積極的に取り組む。

・新規荷主獲得のため、ＤＭを発送し、八代港
利用についてのアンケート調査を実施する。そ
の結果に基づき、利用する可能性の高い荷主
を優先的にポートセールスを行い、八代港へ
のシフトをお願いする。

・フードバレー構想の鍵となる台湾航路や荷主
のニーズが高い中国直行便等の誘致を目標
に、積極的な船社訪問を通じて開設に向けた
情報収集を行う。

・ＰＲのためのポートセミナーの実施：年4回

課重
点事
業番
号

②
課
題

、
特
記
事
項
等

平成25年11月期のコンテナ流動調査
によると、熊本県内の全体貨物量の
15％が八代港、熊本港の利用で、
85％は博多、北九州に流れている。
これらの荷を獲得していく必要があ
る。

経済文化交流部

①
具
体
的
目
標

②
課
題
・
特
記
事
項
等

国
際
港
湾
振
興
課
②

八代港の整備促進

①
具
体
的
目
標

八代港が整備されることにより、地域
経済の発展が期待できることから、
国・県・県南地域の自治体及び地元
経済団体等と連携を図りながら、必
要な施設整備に向け要望活動を行
う。加えて、整備に必要な情報収集
活動を行う。

国・県への要望回数：4回

・現在、直轄事業は、水深14ｍ第1バースに係
る岸壁、泊地が完成し、残事業は航路浚渫の
みとなっている。今後の八代港の整備促進を
図る上では、港湾整備に大きく影響する直轄
事業の事業規模の維持・拡大を図ることが重
要となることから、引き続き航路の早期完成を
国、県に対し要望していく。
　・政府要望7月、10月、県要望6月
・その他要望については、八代港の整備に係
る企業ヒアリング等を通じて、必要な要望を
行っていく。
　・フルガントリークレーンの早期整備
　・貨物船とクルーズ客船の岸壁利用調整と代
替岸壁の検討
　・道路冠水工事完了後の状況確認
　・大島地区航路安全対策の早期完了
　・耐震強化岸壁の早期着工
　・CSF倉庫・冷凍倉庫を含む大型倉庫の整備
　・照明灯の増設
　・リーファーコンセントの増設等CY内における
必要な施設の整備

経済文化交流部

②
課
題

、
特
記
事
項
等

・水深14ｍ岸壁第2バースの新規着
工
・耐震強化岸壁の着工
・貨物船とクルーズ客船の岸壁利用
調整と代替岸壁の検討

①
具
体
的
目
標

②
課
題
・
特
記
事
項
等



課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

課重
点事
業番
号

②
課
題

、
特
記
事
項
等

・開催場所の確保
・今後のみなと八代フェスティバルの
あり方に向けた検討

②
課
題
・
特
記
事
項
等

①
具
体
的
目
標

①
具
体
的
目
標

②
課
題
・
特
記
事
項
等

・バース会議で岸壁の利用調整が済み、寄港
が決定したクルーズ客船については、岸壁で
の物産展等イベントを開催していく。

・船社を始めとするクルーズ客船関係企業訪
問については、バース会議で得た情報を考慮
しつつ、客船誘致に努める。

・クルーズ船社等からの評価が高い市民総出
のお見送りを継続していくため、クルーズサ
ポーター制度の導入を目指す。

国
際
港
湾
振
興
課
④

みなとやつしろフェ
スティバルの開催

①
具
体
的
目
標

・市民が直接、海や港に触れ合える
「みなと八代フェスティバル」を開催す
ることで、八代港のPRや立地企業等
の周知を図る。

入場者数：10,000人

・岸壁や野積み場等の利活用が活発なため、
早い段階で開催場所の確保に向け、情報収集
や港湾関係者の協力を取り付けていく。

・限られた予算内で八代港のPRが最大限図ら
れるよう、イベント内容の見直し・改善を行う。

・クルーズ客船寄港数の増加に伴い、市民が
海や港と触れ合える機会も多くなることが予想
されるため、今後のみなと八代フェスティバル
の在り方について、平成29年度までに検討を
進める。

②
課
題

、
特
記
事
項
等

・貨物船との岸壁利用調整
・おもてなし体制の確立

国
際
港
湾
振
興
課
③

①
具
体
的
目
標

・交流拠点「八代港」の内外へのア
ピールと経済効果の大きい海外大型
クルーズ客船の寄港増加を目指す。

訪問企業数：50件
クルーズ客船入港数：11回

経済文化交流部

海外クルーズ船の
誘致

経済文化交流部


